
建築構造工学分野建築環境工学分野 建築計画・空間デザイン分野

建築学系では，建築分野における膜材や2次元的な広がりを持つ素材を活用し
た空間・環境・構造デザインに関する研究活動を行っています．

収納性に優れた折畳構造の研究
建築物に剛体折紙の⼿法を利⽤した折
畳・展開可能な構造を適⽤するため，
板要素の厚みを考慮し，連続変形が可
能な機構の開発について研究を⾏って
いる．可搬性，保管性，解体性，再使
⽤性を有する構造システムとして、災
害時の仮設空間やシェルターとしての
利⽤が期待される．

MPPの概念図．
微細な孔を開けた
薄板と背後壁で構
成される．

MPP の 孔 の
開け⽅を⼯夫
して製作した
意匠性の⾼い
MPP吸⾳体．

意匠性の⾼い吸⾳材料の開発
パッシブな⾳環境の制御⼿法として最
も重要な要素である吸⾳材料のうち，
近年着⽬されている微細穿孔板(MPP)
について研究している．特に，意匠⾯
へ配慮した吸⾳材料の開発として，孔
を利⽤したドットアート⼿法を⽤いた
意匠的MPPを提案している．
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剛体折り可能なミウラ折りの
メカニズムの解析事例．
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フレームグリッドによる空間創出

あたらしい空間を創出するデザイン
街路や広場で実験的に設置、解体が可
能で居⼼地の良い空間を創出する⽅法
として、モンゴルの遊牧⺠の移動式住
居である「包(パオ)」に着想を得た仮
設構造体の仕組みを開発している。
フレームグリッド・システム(FG)
⾓材の三⽅打継ぎによって構成された⽴⽅体を重ねて
家具や壁を構築していく仕組み。


